












1 .問題の所在 9 
I. ドイツのLandesverschonerung (農村美化〉の発生期
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(Franz von ANHALT-DESSAU， 1740・1817)のヴヱアリッ
ツのパーク(W6rlitzer Park)、そしてイギリス農法に学
ぼうとした例ではフリードリヒ大王(Friedr ich der 
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WHATLEY による『近代造園論~ (Observation on Modern 
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ornamented farmから gardenへと移り、 Leasowes
を酷評するにいたるのである。
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図版出典
・WILLIS，P.(1977): Charles Bridgeman and the Eng-
1 i shLandscape Garden --図Eーし図11-2
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園田一1.Dr. GUSTAV VORHERR (1778-1847). Zeichnun日




























































































































の概念は、ト1axn. Emanuel (1679 ~ 1726)の耕作命令に
よってバイエルン全土に涜布されていたが、実質的には
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いる。 (VORHERR，Dec. 1808: AAD， 3785) 
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Landwirtschaftl ichen und Polytechnischen Vereins 








































かり、 1820年代に運動は第2の興陸期をむかえたo 1820 
年に披は農会と工芸会に「バイエルンの国土を美しくす

























































¥ が死去(1825)し、息子のルートヴィヒ I世(Ludwig 1.) 





























































































































































VOIT(建築家〉、 SCHUOEROFF(牧師〉、 H.von NAGEL 


















VORHERRS Wappen oder Siegel 
fi.r dic Landesverschonerung. Die Zeiclト
Il U 1~~ C r s chci n tau cha 1 sT i te 1 vi g 1 ette a u f
" dCIl Buchcrn von SCHUDEROfF， H. v. 
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社、 34・35
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Bebauungsplan f心rMoabit und K凸nigsplatz
1839 von Peter Joseph Lenne 
図Y-4 レンネによるシユプレー川湾曲部周辺の計画
Carl Friedrich Schinkel. Bebauungsplan fur 










































































































































Grundris und Ansicht des Po¥sdamer Tores 
und dωLeipziger Platzes 
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Ent .'Uf fur den Leipziger PJatz von P. J. Lenne 
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Frankfurter Bahnhof(1843)， Schonerberger Feld-
mark(1844)， Schlachterwiesen(Urban， 1855)， Ge-
lande rechts der Potsdamer Chausee(1855)，Feld-
marken Charlottenburg und LUtzow(1855) 
HINZ， G.(1977): Peter Josef Lenne， Personlich-
keit und Geschichte，円usterschmidtGottingen， 
86より
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<7> WOLTERS， R.(1978): Stadtmitte 8erl in， Verlag 
Ernst Wasmuth TUbingen， 192 
<8> HINZ， G. (1937):前掲書 190・ 191
<9> HENNEBO， D.(1966): Handworterbuch der Raum-
forschung und Raumordnung， GebrUder Janecke 




原著 PUNDT，H. (1981): Schinkels Berlin，Verlag 




<11>クライン・グリーニケ域については:H I NZ(1937) 
24，プント・杉本訳(1985)239，アルプレヒト王子










原著 DIETERICH，H./KOCH， J. (1町7):8副 leitung，










・WENDLAND，F. (1919):Berl ins Garten und Parke von 
der GrOndung der Stadt bis剖聞 ausgehendenneun-
2ehnten Jahrhundert， Das klassische Berlin， 
Frankfurt am Main und 8erlin-一一図V-3
.HINZ， G.(19朗):Neue Ergebnisse der Lenne-foト
schung， Arbeiten Lennes in Osterreich und SUd-
deutschland， in: Garten und Landschaft， 18----図
V-4 
• KOEPf， H.(1974): B i I dworterbuch der Archi tektur t 



















































































































































1 ) Ameisenberg (Spater Uh-
landshohe) 
2) Verbindung der Neckarsl-
rase mit dem Kanonenweg 
3) Anlage im Krieger， oberer 
Teil 
Neuen Weir由民igeund dem 
Bopferwald 
9) Wernhalde， zwischen der 
Neuen Weinsteige und dem 
FangeJsbach 
10) Hochst(Haigst)， a.d. Alten 
15) Saurer Ameisenberg 
16) Wegverbindung v. hinteren 
FangeJsbach auf die Neue 






21) KanonenhausJe (G，insheide) 
22) Bolnanger Sa tleJ 
4) AnJage im Krieger， unterer Weinsteige 
Teil 11) Kauzenhecken， daseJbst 
5) Hasenberg 12) SChiesbuckel， auf der Feu-
6) Bopfer (・HoherBopfer') erbacher Heide 
7) Weisenburg (heute noch 13) Schiesbuckel (Fortsetzung) 
Privatbesitz) auf der Feuerbacher Heide 













































































表刊一 1 美化協会の75年間 0861 ~ 1936 )の収入総額と支出総額概観
単位:守的 % 
収入 1.年会費 412，093 29.4 
2.特別献金、遺産の寄付 402.375 28.7 
3.市有、固有、教会所有
の緑地施設の維持管理
への補助金(1862・ 1901) 302，324 21.6 
4.ハーゼンベルク展望塔
の入場料 90.636 6.9 
5.スケート場の入場料 28，750 2.0 
6.土地売却の純益、小作
収入、現物収入、資本
金利子 164，768 11.8 
収入合計 1，400.946 100.0 
支出 1 .土地取得費 106，048 7.7 







b)スケート場、リユージュ場 716，977 52.1 
36，977マ1l?
4.雑費 82，613 6.0 
5.インフレーシヨンによる
資産摘失 約 60，000 4.4 
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1 .医師、弁護士 6.5 % 7.5 % 
2.建築家、土建業者、技師(非公務員) 5.2 4.4 
3.銀行家、銀行員 1.7 2.1 
4.公務員〈退職者を含む〉
ただし聖職者、教師はのぞく 23.0 14.5 
5.書籍商、印刷業者、楽譜商 4.4 2.2 
6.工場主、ヒール醸造業者
(管理者、支配人を含む〉 4.7 10.3 
7.旅館所有者、飲食庖主 2.3 6.1 
8.中小企業経営者、自営 10.8 11.7 
9.商人 17.8 17.4 
10.芸術家、著述家、編集者 1.5 1.2 
1 1 .軍人(将校、軍務職、退役軍人) 4.6 0.3 
12.金利生活者 3.3 1.9 
13.大学教授、聖職、教師(退職者を含む) 5.5 3.6 
14.ぶどう国主、庭師、営農家 1.2 1.5 
15.寡婦、独身女性 1.5 8.8 
1 6.その他〈農場主、薬剤師、美術
印刷業者、写真家など) 5.9 4.4 








































































































































た。 1907年のドイツ造園協会 (DieDeutsche Gesell-
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べき代表的公共性に対して市民的公共性(bOrgerI i che 
Offent I i chke i t)が生じ、民間人(私人)たちは当局に
よって規制された公共性老自己のものとして主張す弓の
である。それは原則的に私有化されるとともに公共的な
重要性をもつようになった商品交易と社会的労働の圏内
で社会的交渉の一般原則について公権力と折衝せんがた
めであった。ハ}パーマス(1962)はこうした政治的折衝
の媒体となる公共の論議(offentlichesRasonnement)は
歴史的に先例のない独特なものであると指摘してい吾
<2>。すなわち、封建領主の時代以来の大きな「公」の
衰退とともに別種の乙まぎれの「私」の群れが相Eに抗
争を操り返しながら急速に増殖していく時代となってい
くのである@とうした小さな「私」の大群は旧勢力が有
する代表的公共性一おかみの権限ーに対抗するため
に自ら集合結束し自らの秩序化をはかった.国土美化の
時代の後半に、その担い手となったのは、こうした小さ
な「私」の集合体であるブルジョア(dieBUrgerlichen) 
の協会組織や自治体であった。たとえば美化協会やのち
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の自治体のサービス部門がこれにあたるといえよう。
代表的具現の時代の国土美化、すなわち領土を美しい
土地にすることは領主が啓蒙人としての名声を得ること
であり、領民には領主からの恩寵として与えられるもの
であった。小さな『私」の群生時代は、自ら積極的に景
色のいい場所や遊べる場所をみつけだしてそこに休養・
娯楽施設を次々と造成して自分たちの場にしてしまう美
化協会のような活動がみられた。ー方、とうした美化協
会の行動は、労働者、無産者に施す「善行」という側面
をもっていたが、都市および近郊の風景地のいたるとこ
ろに東屋、ベンチ、培、道標をたてて『わが協会の
RaumJを主張する行為は美化協会の名と美化 (Versch6・
nerung)ということばのイメージをきわめて悪くしたと
いわれている.しかし都市の公園や緑地、休養・慰楽施
設がもはや領主の恩寵には期待できず、まだ自治体が都
市住民のために必要なインフラストラクチュアという認
識をもちあわせていない段階では、小さな「私」が集合
した団体、すなわち美化協会で整情し、管理運営してい
かなければならなかった.やがて自治体にその役割は移
行するが、公共施設として野外レクリエーシヨン施設を
配置していた先駆的な点は評価されるべきであろう.
美化協会は、近郊の自然風景地を保存するというロー
カルな活動が中心であった。一方、 19世紀末から今世紀
初頭にかけての自然保聾や郷土保護の運動は、工業革命
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を経験したヨ}ロッパ諸国共通の一大文化運動として展
開した。人々がなじんできた環境や眺めてきた風景が突
如として消失したり、目前で破壊されていく r近代化」
の風潮に対する当惑といらだちがこうした運動の最初の
動機であろう。近代化の披はヨーロッバの諸国にほぼ同
時に押しよせてきたことによって郷土保護の国際会議
(パリ、 1909;シュトゥットガルト、 1912)が聞かれる
など、これらの運動の目標が当初はインターナショナル
なものになりえた.
郷土保讃運動では再び農村風景が審美的対象となっ
たe フォアヘアの国土美化の時代とは異なって国土開発
的なニュアンスはない。むしろ開発によって消滅してし
まうものを救精し保護する乙とを運動の目標としてい
た@ここであらためて農村〈農地と集落、生産地と居住
地〉を審美的な対象とする己との意味を考えたい.郷土
保聾(Heimatschutz)の郷土(Heimat)は生まれた土地、故
郷という意味であるが、国民的文化運動として展開する
郷土保護運動においては、守るべき「郷土」とは、端的
にいえば都会(Stadt)に対する田舎(Land)を意味するも
のであった。すなわち個々人の出身地とは無縁の郷土で
あっても、保護の対象が農村であり、非都市であればそ
れは「郷土」であった。また郷土保護運動を支えた人々
のほとんどが都会に住む人々であったこともここでふれ
ておく必要があろう。田園ロマンチシズム(Agrarroman-
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tik)と大都市嫌い(GroBstadtfeindschaft)という時代的
風潮のなかで、人々は農村風景の実蝕よりイメージを大
事にした。郷土保護運動のなかでの「郷土」はまさにこ
うしたイメージの産物であった.イメージとしての「郷
土」が、実在する個々人の郷土の実薗とは離れ、ある一
定のイメージに拠ってたつものである以上、たとえばマ
ス・メディアを通じて再生産される郷土悔はさらに平板
化し、画一的なものになっていかざるをえない。すなわ
ち、画一的になればなるほど、わかりやすくなり、多く
の人々が同じ幻想を共有しやすくなる。個々人のイメー
ジの弱さと希薄さは他得的な判断を許してしまうが、こ
うしたイメージの平板化は「郷土J (たとえば農村風
景〉に関する幻想を国民的な規模で容易に拡大普及させ
ていった.肥大化した「郷土」のイメージはまさに操
作、統制されやすい状臨にあったといえよう。やがて
「郷土」はナチスの文化政策によって「国家Jとよみか
えられていくのである。
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